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　市では、自分の得意なことや専門的な知識などを教えたい方が講師となり、
それを学びたい方が受講生として学ぶ、「とよかわオープンカレッジ」を開
催しています。このとよかわオープンカレッジは、各種講座の企画や準備、
運営管理などを市民が主体となって積極的に、楽しみながら行うことが大き
な特徴です。
　今回の特集では、開講から３年目を迎え、市民が共に学び、共に楽しむ学
びの場となっているとよかわオープンカレッジを取り上げ、その魅力を紹介
します。
　詳しいことは、生涯学習課（88 － 8035）へ、お問い合わせください。
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市
で
は
、
か
つ
て
市
民
の
学
習
活
動

を
支
援
す
る
た
め
に
、
著
名
人
や
ス
ポ

ー
ツ
選
手
な
ど
を
講
師
と
し
た
「
市
民

大
学
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
共
に
受
講
者

数
が
低
下
す
る
な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
と

の
格
差
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
生

涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
を
進
め
た

結
果
、
平
成
二
十
一
年
六
月
に
「
と
よ

娘と楽しく、プリザーブドフラワーを
学びました

　以前から興味があっ
たプリザーブドフラワ
ー（加工切花）の講座
に娘と参加しました。娘
と一緒に講座で学んだ
時間は本当に楽しかったですし、いい思い出にな
りました。内容や、受講料も気軽に参加できる範
囲だと思います。
　講座では、毎回、一つの作品を作りました。学
んだことは、作品として形になることが、この講
座の魅力だと思います。これからもいろいろな講
座に参加して、楽しみながら、学びたいです。

プリザーブドフラワー（初級） 
受講者

兵藤 梨江子さん

か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

「
学
び
た
い
」
市
民
の
生
涯
学
習
の
き

っ
か
け
と
な
る
学
習
の
場
と
し
て
、
ま

た
、「
教
え
た
い
」
市
民
の
思
い
を
か

な
え
る
自
己
実
現
の
場
と
し
て
の
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
十
月
の
第
一
期
は
講

座
数
十
七
、
受
講
生
二
百
十
九
人
で
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
順
調
に
増
加

し
、平
成
二
十
三
年
十
月
の
五
期
で
は
、

講
座
数
は
八
十
六
講
座
に
増
え
、
受
講

生
が
千
人
を
超
え
る
ま
で
に
成
長
し
、

多
く
の
市
民
が
学
び
の
場
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

半
年
ご
と
に
市
民
か
ら
講
師
や
受
講
生

い
ろ
い
ろ
な
講
座
に
気
軽
に
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
。

と
よ
か
わ
ス
タ
イ
ル
の
生
涯
学
習
で
、
共
に
学
び
、
共
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
よ
か
わ
ス
タ
イ
ル
の 

生
涯
学
習
が
誕
生

多
く
の
市
民
が

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
利
用

を
募
集
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、気
軽
に
、

短
期
間
で
興
味
の
あ
る
講
座
に
参
加
で

き
ま
す
。
内
容
も
初
心
者
向
け
の
も
の

が
多
く
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
、
料
理
、
音
楽
、
語
学
、

健
康
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
、
趣
味
や

教
養
の
幅
を
広
め
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

　

講
座
は
、
原
則
十
人
以
上
の
申
し
込

み
が
あ
れ
ば
開
講
さ
れ
、
半
年
間
で

五
回
ま
た
は
十
回
の
講
座
が
開
か
れ
ま

す
。
受
講
料
が
一
回
当
た
り
五
百
円
と

い
う
の
も
人
気
の
理
由
で
す
。
ま
た
、

平
日
の
夜
間
や
土
・
日
曜
日
に
開
講
す

る
講
座
も
あ
り
ま
す
。

講座「茶道（表千家）」

気
軽
に
参
加
で
き
、生
涯
学
習
を

始
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
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　平成24年前期（５月開講分）の新規講師募集が11
月15日（火）から、始まります。歴史、文学、語学、料
理、健康体操など、講師として教えてみませんか。
　詳しいことは、生涯学習課へお問い合わせくださ
い。また、とよかわオープンカレッジのホームペー
ジをご覧ください。

　

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

教
え
る
こ
と
も
学
び
の
一
つ
で
あ
る
と

い
う
考
え
に
立
ち
、
市
民
か
ら
講
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
は
、
講

師
の
確
保
に
心
配
を
し
ま
し
た
が
、
本

年
度
の
後
期
講
座
で
は
、
約
九
十
人
の

講
師
が
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
講
師
と
い
う
生
涯

学
習
の
人
材
の
発
掘
が
で
き
て
い
る
こ

と
も
、
と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

の
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
が
、
と
よ
か
わ
オ
ー
プ

ン
カ
レ
ッ
ジ
に
講
師
や
受
講
生
と
し
て

参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
主
体

の
生
涯
学
習
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
受
講
生
の
作
品
を
市

内
の
公
共
施
設
や
金
融
機
関
な
ど
で
展

示
を
す
る
こ
と
で
、
生
涯
学
習
の
成
果

を
身
近
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

市
民
が
自
主
的
、
積
極
的
な
参
加
で
運

営
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
そ
こ
に
は
、
市
民
が
自
ら
学
び
、

向
上
し
、
共
に
学
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
う

こ
と
へ
の
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

共
に
学
び
、共
に
楽
し
む 

生
涯
学
習
を
目
指
し
て

大好きなＮゲージを受講生と
一緒に製作しています

　 長 年、N ゲ ー ジ（ 鉄
道模型）を木と紙で製
作してきました。その
技術を生かしながら、N
ゲージ好きが集まって
楽しめたらいいと思い、この講座を企画し、講師
として教えています。
　講座には、いろいろな技術や知識を持った方が
参加しているので、わたしも含め、新しい発見の
場になっています。また、地域や会社などとは違い、
趣味を思いっきり楽しむ仲間づくりができること
も大きな魅力だと思います。

Ｎゲージ車両製作・走行会
講師

磯部 和昌さん

講
師
と
し
て
教
え
る
こ
と
も 

学
び
の
一
つ
で
す

　

生
涯
学
習
の
基
本
は
、
充
実
感
を
も

っ
て
自
分
を
た
い
せ
つ
に
生
き
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
方
の
生
き
が
い

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
生
き
が
い
を
も

っ
た
人
々
の
集
ま
り
は
、
ま
ち
に
活
気

を
も
た
ら
す
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
、
共
に
学
び
、
共
に
楽
し
む
こ

と
を
た
い
せ
つ
に
し
な
が
ら
、
生
涯
学

習
の
輪
が
広
が
り
、
い
つ
の
日
か
、
と

よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
受
講
生

が
、
今
度
は
講
師
と
し
て
関
わ
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
学
び
の
サ
イ
ク
ル
が

で
き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
と
よ
か
わ
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
の
ト
ビ
ラ
を
開
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

市内金融機関で開催された受講生作品展 講座「役に立つラッピング」
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　わたしたちは、日用品などを買う場合、使い
みちなどを考えながら必要な品物を購入します。
また、自動車や不動産など高額な買い物をする
場合、その条件や内容、支払い方法などをしっ
かり考えた上で、相手と契約をします。このよ
うに日常生活の中で、わたしたちはさまざまな
判断や決定をしながら暮らしています。
　もし、病気や障害などによって、物事をしっ
かり考え、判断することができなくなったらど
うなるのでしょうか。
　今回の特集では、そのような時の支えとなる

「成年後見制度」と、10 月３日（月）から社会
福祉協議会が業務を開始する「豊川市成年後見
支援センター」について紹介します。
　詳しいことは、介護高齢課（89 － 2173）へ、
お問い合わせください。

　
「
離
れ
て
暮
ら
す
父
が
悪
質
商
法
の

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。」
近
年
、

こ
の
よ
う
な
事
件
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
増
加
す
る

認
知
症
を
は
じ
め
、
精
神
障
害
、
知
的

障
害
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
物
事
を
判

断
す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
方
や
そ

の
家
族
が
増
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

認
知
症
の
方
な
ど
は
、
以
前
は
自
分
で

で
き
て
い
た
預
金
な
ど
の
財
産
管
理

や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
日
常
的
な
契

約
に
難
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
自
分
に
と
っ
て
不
利
益
だ

と
判
断
で
き
ず
、
悪
質
商
法
の
被
害
に

遭
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
認
知
症
や

障
害
な
ど
の
理
由
で
物
事
の
判
断
が
難

し
い
と
感
じ
る
方
の
権
利
や
財
産
を
、

「
成
年
後
見
人
」
と
呼
ば
れ
る
援
助
者

が
守
り
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
支
え
る
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
契
約
に

よ
っ
て
後
見
人
を
定
め
て
お
く
任
意
後

申
立
書
、診
断
書
、戸
籍
謄
本
な
ど
を
家
庭
裁

判
所
へ
提
出
。申
立
手
数
料
、登
記
手
数
料
、

郵
送
代
、状
況
に
応
じ
て
鑑
定
料
が
必
要

本
人
な
ど
の
陳
述
聴
取
、成
年
後
見
人
候
補

者
の
適
格
性
調
査

成
年
後
見
人
の
選
任
、成
年
後
見
登
記

申
立
か
ら
後
見
開
始
ま
で
は
四
カ
月
ほ
ど
の

期
間
が
必
要

見
制
度
と
、
判
断
能
力
が
す
で
に
不
十

分
な
方
へ
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
成
年

後
見
人
な
ど
の
援
助
者
を
選
ぶ
法
定
後

見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
後
見
制
度
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
判
断
能
力
の
状
態
に
応
じ
、「
後

見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
三
つ
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
成
年
後
見

人
な
ど
に
は
、
制
度
の
中
で
権
限
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

権
利
や
財
産
を
守
る 

成
年
後
見
制
度

判
断
能
力
の
状
態
に
応
じ 

そ
の
方
に
合
っ
た
制
度
が
適
応
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市
で
は
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
増

加
す
る
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
権
利

や
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
成
年
後
見

制
度
に
よ
る
支
援
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
「
豊

川
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
、
十
月
三
日
（
月
）
か
ら
支
援
業

務
を
開
始
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成

年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
事
業
や
各
種
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。
日
常
の
判
断
能
力
な
ど
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
、
家
族
や
周
囲
の

　わたしは、高齢者などが今以上に安心
して暮らせる社会になることを願って、
今回、この成年後見支援センターの設立
に関わってきました。
　成年後見人にはできることと、できな
いことがあり、いわゆる「万能薬」では
ありません。また、成年後見制度を利用
すると権利の制限などの「副作用」も生
じてきます。しかし、超高齢社会を迎え
るこれからの時代、この成年後見制度は
必要不可欠な制度であると考えます。

方
の
判
断
能
力
に
疑
問
を
お
持
ち
の
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

十
五
分
ま
で
。
年
末
年
始
と
祝
日
は
除

き
ま
す

住
所　

諏
訪
三
の
二
四
二
（
ウ
ィ
ズ
豊

川
内
）

電
話　

83
局
６
３
７
７
番

業
務
内
容

①
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
や
手

続
き
、
申
立
て
の
支
援

②
親
族
後
見
人
へ
の
支
援

③
成
年
後
見
制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動

④
後
見
人
候
補
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
方

を
対
象
に
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
基

づ
き
、
成
年
後
見
人
の
業
務
を
実
施

　

成
年
後
見
人
は
、
高
齢
者
や
障
害
者

が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
財

産
の
管
理
を
し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
施
設
入
所
な

ど
の
契
約
を
代
わ
り
に
締
結
し
た
り
し

ま
す
。
な
お
、
成
年
後
見
人
の
仕
事
の

中
に
は
、
食
事
の
世
話
や
介
護
な
ど
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

成
年
後
見
人
の
詳
し
い
業
務
内
容
に

つ
い
て
は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

❶本人の財産の状況を明らかにするために
財産目録を作成
❷本人の意向に沿った暮らし方や支援内容
を考える。また、今後の財産管理や介護な
どの計画を立案
❸財産の管理。収入や支出を記録
❹必要に応じて、介護サービスの利用や施設
入所などの契約を締結
❺家庭裁判所に成年後見人として行った仕
事を報告

これからの時代、
成年後見制度が不可欠です。

成年後見支援センター
設立準備委員会 委員長

熊田 均弁護士

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
方
を 

成
年
後
見
人
が
支
援

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
支
援
が
始
ま
り
ま
す




